
あ
り
、
氏
一
附
十
一
一
一
年
の
桜
行
で
あ
る
o

ー
て
ゐ
た
が
、
人
口
が
揃
〈
減
じ
た
か
ら
、
明
治
中
一
幾
分
の
抱
一
制
を
加
一
軍
す
る
を
旗
掲
と
い
う
た
o
但
し
一
行
禁
・
歌
仙
一
民
杯
あ
り
と
い
ふ
も
の
是
で
あ
る
o
し

カ
ス
ξ
ガ
タ
キ
霞
ヶ
灘
能
尖
榔
陥
総
地
内
陪
白
峰
に
合
併
し
た
。
こ
の
机
訟
で
は
向
山
を
謙
抑
似
が
開
一
稼
地
は
定
兎
申
に
合
ま
れ
る
も
の
で
、
別
に
そ
の
か
れ
一
か
し
二
一
十
六
m
m
の
小
民
を
欣
仙
民
と
腐
し
て
貨
統
す

添
川
の
水
似
な
る
中

J

川
に
怒
る
傑
布
。
尚
さ
二
四
一
蹴
し
た
と
い
ふ
綿
一
蹴
に
必
づ
い
て
、
風
凪
も
務
滋
の
一
円
を
去
す
こ
と
が
な
い
。
一
る
こ
と
は
江
戸
中
期
に

W
〈
行
は
れ
た
所
で
、
こ
L

米

許

。

-

来

た

時

風

域

政

烈

だ

っ

た

か

ら

名

づ

け

ら

れ

た

も

の

一

カ

ゼ

タ

Z

風
谷
江
沼
郡
奥
山
方
に
幽
す
る
部
-
の
み
の
こ
と
で
は
な
い
。

カ
ス

εガ
ノ

歯

ヶ

野

金

持

な

る

日

比

谷

山

愁

党

だ

と

・

可

は

れ

て

ゐ

る

。

一

軒

0

・
カ
ゾ
ウ
ジ
華
礎
寺
河
北
側
仰
大
お
に
あ
っ
た
と

院
の
在
っ
た
机
泣
か
ら
北
方
、
本
名
町
地
域
な
る
食
カ
ゼ
ア
ラ
シ
オ
ン
セ
ン
鳳
嵐
温
泉
川
げ
い
け
・
能
一
カ
ゼ
タ

-ZZ
風
谷
峰
江
怒
風
谷
の
部
い
ふ
。
泊
施
記
に
、
こ
の
村
に
首
へ
議
寺
と
い
ふ

橋
附
近
に
か
け
て
、
苛
は
能
，
野
と
い
う
た
。
そ
の
-
美
郷
白
山
下
に
あ
る
。
明
附
元
年
九
月
白
山
市
市
論
に
一
帯
か
ら
、
越
前
坂
井
州
州
諸
綿
へ
越
え
る
峠
。
高
さ
五
一
由
民
百
宗
の
寺
院
が
あ
0
、
今
そ
の
跡
に
概
詐
蛍
一
の
字

東
方
が
小
京
野
の
断
出
に
な
っ
て
ゐ
る
総
か
、
保
容
付
上
野
村
勘
十
郎
の
計
上
に
斗
越
前
守
防
風
嵐
の
湯
一
一

O
米

。

一

れ

を

存

す

る

。

そ

の

時

の

太

子

像

は

こ

の

村

の

泊

必

慌
の
深
き
こ
と
他
所
よ
り
も
勝
っ
て
ゐ
た
か
ら
の
れ
へ
御
倣
治
被
成
倣
闘
に
.
山
、
御
附
さ
か
ひ
削
戸
村
迄
一
方
セ
ツ
佳
節
正
・
一
一
一
・
一
点
・
七
・
九
且
の
節
句
を
治
念
品
ず
に
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。

で

あ

る

と

。

説

作

巾

mo』
と
あ
る
o
風
嵐
池
袋
は
印
ち
耐
，
翻
湘
一
指
す
。
朔
望
と
共
に
、
町
分
以
上
の
諸
士
究
明
し
て
-
カ
ソ
ン
荷
村

J
ウ
ヘ
ダ
カ
ソ

Y

上
川
荷
村
。

か
ス
ヤ
ジ
ユ
ウ
ザ
Z

モ
ン
加
須
屋
十
左
衛
門
泉
で
あ
る
o

J
イ
チ
ノ
セ
オ

Y
セ

y

市
J

翻
槻
泉
o
一
滞
侯
に
溺
し
轡
賀
す
る
を
例
と
し
た
。
一
カ
タ
イ
ギ
ン
治
怠
銀
父
過
怠
銭
と
も
い
ひ
、

初
れ
式
部
。
日
以
阻
害
の
悶
背
川
助
左
衛
門
の
カ
ゼ
ア
ラ
シ
ダ
-
-
鳳
嵐
谷
川
ば
能
楽
榔
大
一
カ
セ
ッ
ク
ス
ノ
キ
マ

3
5
3
2ダ
ス
オ
一
滞
政
時
代
の
科
料
で
あ
る
。
十
村
・
山
越
の
訟
に
朋

子
で
、
呼
応
七
本
鈴
の
一
人
と
万
一
は
れ
た
加
一
刻
民
民
山
の
枯
方
に
あ
る
m
m
で
、
そ
の
水
は
風
嵐
の
部
都
一
シ
ヘ
信
設
備
正
成
下
諸
士
敬
一
加
。
元
隊
一
点
-
年
れ
た
時
、
遊
女
に
闘
す
る
私
曲
、
努
仰
の
不
一
時
、
‘
担
保

内
腕
に
卸
義
子
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
o
院
長
十
二
-
に
於
い
て
午
内
川
に
注
ぐ
。
一
室
甥
換
の
帯
。
別
に
楠
諸
士
教
と
題
す
る
も
の
が
あ
"
の
不
念
等
に
之
を
科
し
た
例
が
あ
る
o
父
天
明
六
年

年
来
っ
て
前
川
利
誌
に
仕
へ
、
後
五
円
行
を
泣
け
、
カ
ゼ
ア
ラ
シ
ノ
オ
ホ
ケ
ヤ
キ
鳳
嵐
の
大
様
汚
一
っ
て
、
岡
本
で
あ
る
が
多
少
の
制
強
が
あ
る
o

こ
の
一
能
震
口
加
界
四
郎
の
禁
若
命
ぜ
ら
れ
た
時
、

大
小
怖
に
列
し
、
大
坂
仰
に
従
う
C-背
脂
口
で
円
二
能
尖
州
仰
向
一
時
小
収
入
瓜
嵐
の
続
縦
一
枇
は
、
…
的
さ
七
米
二
一
二
部
蚊
年
の
後
京
附
に
似
は
り
、
郵
砕
安
に
前
町
の
務
一
.
紅
一
親
か
ら
迦
忠
一
鋭

-P-mし
て
政
一
免
せ
ら
れ
た
こ
と
の

つ
を
得
た
。
元
利
四
年
mnυ

式
郎
一
に
民
部
に
作
る
頂
上
約
一
一
一
一
平
方
米
の
際
結
上
に
建
つ
が
、
そ
の
後
一
な
る
を
忠
ひ
、
柳
技
粁
茨
城
方
遊
の
序
を
加
へ
、
明
…
あ
る
の
は
、
名
は
過
怠
鋭
だ
が
、
そ
の
性
別
は
航
非

も
の
は
非
で
あ
ら
う
o

一
方
に
こ
株
の
大
搾
が
あ
る
o
太
さ
一
は
器

-r一
一
米
誠
一
君
家
訓
と
越
し
て
之
を
慨
に
行
う
た
。
一
一
縦
で
あ
る
。

カ
ス
ヤ
タ
カ
チ
力
加
須
屋
孝
周
泌
抑
制
附
右
衛
一
の
腕
で
七
米
入
、
他
の
一
は
同
前
に
於
い
て
一
北
米
二
一
カ
セ
バ
加
勢
場
関
京
都
寺
山
の
内
の
小
字
。
一
カ
タ
イ
シ
ダ
イ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン
片
右
大
明
神
腿

門
。
臼
府
間
年
義
父
和
左
衛
門
学
勝
の
治
知
川
石
を
~
で
、
樹
…
的
問
。
米
及
び
L

一
六
米
で
あ
る
が
、
樹
川
恨
の
一
カ
ゼ
フ
キ
タ
ウ
ゲ
風
吹
隙
石
川
郡
鶴
来
の
東
一
烏
制
大
津
に
鎮
座
し
て
、
滞
の
枇
蹴
艇
に
脱
川
糊
し
た

交
け
、
定
品
情
御
脳
勉
に
班
し
、
御
持
物
恭
一
行
・
改
作
一
岩
耐
に
橋
一
卜
し
て
地
に
人
る
朕
他
に
比
類
な
く
、
縦
一
北
に
泊
り
、
堂
の
邸
wm
に
越
え
る
峠
。
お
さ
五
八
九
↑
も
の
。
片
石
は
制
加
問
石
の
特
融
と
い
ふ
。

奉
行
・
耐
仙
院
御
用
人
を
縦
、
天
川
七
年
五
十
.hを
ト

の

最

大

な

る

は

、

地

上

一

米

況

に

於

い

て

閥

附

一

一

一

米

↑

米

。

一

力

タ

イ

ハ

片

岩

珠

洲

地

阿

梅

郷

に

凶

す

る

部

加
へ
て
同
御
附
物
…
聞
と
な
。
、
低
政
四
年

mm校
方
御
一
一
点
そ
測
る
も
の
が
あ
る
o

一
カ
ゼ
フ
キ
ダ
ケ
風
吹
岳
羽
咋
郡
人
綾
部
訴
の
一

wmo
能
管
名
跡
志
に
、
町
片
山
心
。
民
捕
よ
0

一岡山九

用
に
任
じ
、
平
和
二
年
十
周
十
六
日
夜
。
…
ヵ
セ
均
シ
ガ
ハ
か
せ
か

L
川
m
m
咋
加
山
川
朕
領
一
東
方
に
あ
る
山
。
尚
さ
三
五
回
米
。
地
慣
鮒
石
安
山
一
町
。
此
訟
の
大
村
也
。
家
一
鍛
.h粁
滞
あ
0
0
御
一
収
納

カ
ス
ヤ
ハ
ル
ヤ
ス
加
須
屋
玄
保
泌
栴
…
飾
品
ハ
街
。
一
荒
谷
内
か
ら
川
で
、
大
仰
.
・
米
町
入
合
で
川
此
川
に
一
器
。
一
蹴
・
御
関
縦
あ
り
。
海
縦
脊
と
て
制
寺
・
あ
り
o
b

と
あ

義
父
市
左
術
門
川
副
知
の
巾
一
一
一
行
討
を
製
ぎ
、
御
航

n
一
…
訴
合
ふ
。
統
制
一
一
一
粁
刻
。
一
カ
ゼ
モ
ア
キ
鳳
も
秋
一
加
。
能
資
黒
島
の
俳
.
る
。

に
任
じ
、
延
町
五
年
刊
行
を
加
へ
、
点
字
三
年
御
先
カ
セ
ガ
ハ
か
せ
川
出
品
泌
附
品
川
附
-
W
M
搾
・
須
能
・
一
人
決
卜
編
。
寄
皐
の
謹
悼
集
で
、
道
下
・
邸
磯
・
門
前

筒
開
策
御
柿
日
に
張
。
、
正
徳
元
年
間
伐
し
た
Q

一
瞬
生
人
合
領
山
の
か
せ
符
内
か
ら
流
出
で
、
佐
々
一
波
一
及
び
金
制
伴
越
中
の
句
が
集
め
て
あ
る
。
寄
皐
も
黒
島

カ

' 
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カ
ス
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カ
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i

f

t
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. 
1・9
1 

一
七
二

カ
タ
イ
マ
イ
過
怠
米
科
料
と
し
て
米
焼
そ
徴

す
る
を
い
ふ
0

.
陰
口
氏
九
年
一
乱
用
の
錠
に
『
自
今
以
後

行
姓
た
る
持
、
他
闘
の
金
山
へ
他
越
中
刊
有
之
ば
、
共

在
所
の
お
と
な

η姓
、
加
隣
家
之
行
姓
可
成
敗
。
村

中
と
し
て
は
、
溢
怠
米
と
し
て
態
別
一
行
沌
可
出
之

事
』
と
い
へ
る
は
是
で
あ
る
。
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